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論 文 の 内 容 の 要 旨
　本研究は，タイにおけるサトウキビ収穫・運搬過程経費の削減を目的する多目的最適化作業計画法の開発
















その結果，117 人の農業者からの聞き取り，248 圃場の面積，形状を測定できた。全調査対象面積は 618ha



























審 査 の 結 果 の 要 旨
　サトウキビ生産の合理化を目的とした研究は数多く報告されているが，その大部分は大型圃場でのサトウ
キビ生産を対象としたものである。本論文は，小規模農家を中心とするタイでのサトウキビ生産での経費削
減を目指した最適化手法の援用を提案しており高いオリジナリティを持つと判断した。また，研究の基盤と
したデータも独自に行った測量及び聞き取り調査に基づいて得られたものであり，その価値は高いと考えら
れた。また，データの裏付けがあるため，シミュレーション結果の信頼性の高いものとなっていた。また，
本論文の特筆すべき特徴には，利益の相反する関係者間での利益調整を多目的計画法により行うことで，よ
り受容性の高い計画を提案できることを示した点にあるといえる。現実に計画を運用するためには種々の問
題を解決する必要があると思われるが，新たな接近法を提案できていると評価された。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
